





















中間層出身で家庭が裕福な学生 とそれぞれ関連が強 く、スポーツと音楽の間に映画 と美術鑑賞が位置する。
また、多 くの学生は、楽器などを積極的に演奏することはなく、 レコー ドや ラジオから流れてくる音で音
楽を楽しんでいたことが、当時の資料や記録から推測される。音楽は都市新中間層出身の学生に結びっい
















レコー ドやラジオが存在せず、 また存在 して も殆んど普及 していない昭和以前の日本 におい
て、音楽を愛好するには実際の音を聞 くことが不可欠であるが、実際の音を聞 く機会は限 られて
いた。西洋音楽に興味を持っか否かはともかくとして、西洋音楽を知ることが出来たのはわずか
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の人々であり、それは高等教育に関連する人々か外国生活経験者 くらいであった。 しか し、その
ような人達を中心に、音楽を求める層は確実に存在 していた。西洋の小説や文献か ら知識として
音楽を知り、音を聞 く以前に活字の彼方に西洋音楽が想像 されていたという指摘 もある(笠 間
1990、70頁)。
西洋音楽の愛好者について、不特定多数の愛好者が成立するのは昭和に入 ってから数年後、 レ
コー ドの普及によってである。演奏会の方は、それまで も開かれてはいたが、 昭和2年に新交響
楽団(現在のNHK交 響楽団)の 定期演奏会開始後、定期的に開かれるようになっている。 しか
しコンサー トの開催数は増えず、 レコー ドの売上が伸びていき、 レコー ドを中心に音楽を愛好す
るスタイルが広まっていった。演奏会に足を運ぶ聴衆と、レコー ドを中心に音楽を聴 く愛好者が分
かれていったのだが、こうした動 きの中で レコー ド中心の愛好者が増加 していったのである㈹。
また、昭和初期は流行歌が成立 した時期として も重要である。昭和4年 「東京行進曲」 や 「君
恋 し」などの レコー ドはそれぞれ20万枚以上のセールスを記録 し、映画音楽 と共に広 く口ずさま
れる曲が次々とうまれた。流行歌などの国内レコー ドは一枚一円程度で、決 して安 くはないが手
軽に購入できるものであり(倉田1992)、レコー ドがこれだけの売上げを記録 したことは、蓄音


















宿制のもとバ ンカラ文化が支配 し、文学や音楽などの文化的趣味は 「軟弱」 として受け入れられ
なかった。それが多様化 し始めるのが明治後期からである。明治中期から後期にかけて、都市ホ
ワイ トカラーを職業とする新中間層が形成されつつあり、その出身の学生が高等教育機関に少数
ではあるが入学 して くるようになる。一部のバ ンカラではない学生が、 ドミナントな文化である
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スポーツ文化の外で、多様な趣味や文化に関心を向けた。弁論部、文芸部に続 くかたちで、音楽
団体も各高校 ・大学でっ くられはじめる。大正7年の大学令以後の学生数の増加 も手伝 って学生
文化は様々なバ.リエーションを呈するようになるが(二見1974)、大正時代 を通 じて大学 ・専門





















芸術鑑賞 レ コ ー ド 洋楽
帝大 47.42 20.86 29.24 15.80 15.80 13.20 15.80 2.35 0.52
官公立大 26.54 18.48 23.92 17.87 17.87 12.54 17.87 1.4 0.57
私立大 33.17 27.31 27.11 23.34 23.34 11.72 23.34 0.79 0.50
高校 34.32 31.67 26.78 21.73 21.73曾 11。96 21.73 1.22 0.21
予科(官) 32.04 48.52 39.59 15,95 15。95 12.61 15.95 1.15 0.00
予科(私) 40.34 34.61 31.59 22.13 22.13 14.79 22.13 0.5 0.30
高師 29.43 23.57 24.75 23.17 23.17 7.37 23.17 0.79 0.72
女高師 12.85 48.58 41.16 20.87 20.87 2.95 20.87 0.94 0.94
女専門 29.40 52.62 32.59 14.29 14.29 2.79 14.29 0 3.27一
医薬 34.98 25.10 25.62 21,15 21.15 15.4621.15 0.99 0.17
外語 36.62 33.02 30.50 14.13 14.13 6.05 14.13 1.22 0.27
高工 38.45 27.55 25.87 24.06 24.06 14.9824.06 0,94 0.63
高農 34.63 29.45 26.52 21.11 21.11 15.6421.11 0.39 0.00『
高商 36.96 31.15 29.05 24.39 24.39 9.11 24.39 1.15 0.89
船水 32.49 27.89 21.63 29.97 29.97 9.99 29.97 1.91 0.35一
私立専門 33.40 43.40 36.60 22.80 22.80 7.20 22.80 0 0.00一
美音 41.28 31.24 2。72 8.54 8.54 6.38 8.54 3.19 0.00
}
文部省 「学生生徒生活調査」昭和13年より作成。
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表2学 生の出身階層、うち学費支給が容易である家庭出身の学生(%)
新中間層 旧中間層 医 ・宗 その他 無職 支給容易
帝大 32.Ol 27.66 9.49 1.93 19.43 29.53
官公立大 24.44 34.36 16.51 3.91 18.39
一
40.61
私立大 24.53 24.83 20.26 6.85 18.47 44.79
高校 38.94 25.60 11.24 4.56 16。33 48。37
予科(官) 36.25 31.18 10.17 5.68 13.85 45.51
予科(私) 30.68 27.16 1821 7.24 14.08 50.50
高師 33.25 43.91 2.70 4,87 13ユ0 20.80
高師女 43.40 26.18 6.60 4.95 18.40 36.44
女専門 34.83 28.41 14.21 4.53 15.98 45.85
医薬(官) 25.28 46.43
4
10.34 5.06 1L39 34.69
外語(官) 32.88 40。15 4.35 5.30 16.17 38.93
高工(官) 35.75 42.18 2.24 3.80 ・14.04 33.17
高農(官) 29.42 54.55 2.41 2.64 9.97 38.20
高商(官) 32.42 47.99 1.69 3.05 13.42 49.12
高船水(官) 32.75 42.92 3.21 6.43 13.03 42.40
専門(私) 34.40 36.60 4.80 4.60 16.80 55。6





























映画 読書 音楽 ス ポ ー ツ 絵画
美術鑑賞
新中間層 一 〇.3507 0.62640.5824一 〇.0338
一
〇.2213
旧中間層 0.1493一 〇.3410一 〇.4389 0.3297一 〇.3247
支給容易 0.03130.47490.33580.0755一 〇.4756
自家者肺 0.00990.43070.5448一 〇.2356 0.0342
自宅通学 0.35890.30950.3377一 〇。4449一 〇.0108




校1校)に分類 し、各校種 ごとに学生の出身地、自家の職業、当時の生活状態などが細か く調査










最低2割の学生が音楽を愛好 していたことは、生活する地域や学校種に関係 なく音楽が普及 し




にまとめ、 自家の所在が都市か農村か、な らびに学生の居住形態(自 宅通学 と寄宿舎のみを掲載)
は表3にまとめてある。 ここでの出身階層は学生の自家の職業を分類 したもので、農業 ・工業 ・







えるほど増加 し(それぞれr=0.58,r=0.54)、旧中間層出身の学生 の割合が増え ると音楽趣味は
どちらかというと減 る(r=一〇.44)、という傾向が見 られた。一方スポーッは、新中間層出身の
学生の割合とは関連がないが、旧中間層出身の学生の割合と弱い相関がある(r=0.33)。音楽は
都市新中間層出身の学生が愛好 し、 スポーッは旧中間層の学生が中心に愛好 しており、 このこと
は、学生の間で音楽趣味とスポーッ趣味がいくらか離れて存在 していたことを示 しているのでは
ないだろうか。




可能 ・困難の三段階で調査 しているが、 これは学生の出身家庭の経済状態を示 していると考え ら
れる。自家の学費支給が容易であると回答 した学生の割合との関連を見ると、正の関連の最 も強
いものは読書であり、音楽がそれに続 く。出身家庭の生活の程度とあまり関連 しないのはスポー















画 ・美術鑑賞 となっている。音楽を聴 く
には、たとえ安価な流行歌であっても蓄
音機やラジオの受信機などの機器が必要




















和9年)は学生の校友会の調査であるが、そこでの分類のされ方をみると 「音楽」 という分類 の
ほかに▽「謡曲」「尺八」「邦楽」 という項 目がある。西洋的な音楽と日本古来の音楽 とが区別さ
れ、西洋的な音楽は 「音楽」とい う言葉で表されるようになったと考えられる。従 って、学生が

























帝大 官公立大 私立大 高校 予科(官)予科(私) 高師 女高師 女専門
「レコ ー ド音 楽 」 0 0 0 21 3 3 0 0 0
「音楽世界」 0 0 0 0 3 0 0 0 0
「音楽評論」 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他の音楽雑誌 一 一 } 一 一 一 一 一 一
合計 0 0 0 21 6 3 0 0 0
医薬(官)外語(官)高工(官)高農(官)高商(官)高船水(官)専門(私)美音(官)
「レコ ー ド音 楽 」 0 0 0 0 0 0 0 0
「音楽世界」 0 0 4 1 2 0 0 16
「音楽評論」 0 0 1 0 0 0 0 19
その他の音楽雑誌 2 0 0 0 0 0 0 16




帝国大学のオーケス トラに所属 していたが、そこでは 「非常に学生数が少なくて、卒業生とか町






ると、「レコー ド」や 「洋楽」など 「音楽」に関連するカテゴリーを挙げる学生は、「音楽」がこ
れだけの割合を占めるにもかかわ らず極端に少なくなる(表1)。音楽関係の雑誌 も、愛読す る雑
誌 としてはほとんど挙げ られていない(表6)。美大 ・音大生が読む以外は高校と大学予科で僅か
に読まれる程度で、大学や専門学校では読まれていな い。それに比べ、『文藝春秋』 などの文芸
雑誌は多 くの学校での読書調査において上位を占めてお り(8)、読書趣味の多さと対応 していると
言えるだろう。読書 に関 しては多 くの読書調査が実施されていることもあり、その内容をある程
度知ることができる。それに対し 「レコー ド」は、趣味として挙げる者 もほとんどおらず、各学
校種で2%以下でほとんど開 きがない。「レコー ド」趣味には、 レコー ドの蒐集 という限定的な意
味 もあったかもしれないが、それにしても 「音楽」趣味の割合との格差が大きすぎるように思わ
れる。学生の多 くは音楽を聴 くかたわ ら、雑誌を読んだ りレコー ドを探 したわけではないことを、
この調査結果は示 しているように思われる。
このように、調査報告書か らでは学生が聴いていた 「音楽」の中身は、洋楽であったらしいこ
と以外殆ど判 らない。 これまでの旧制高等学校研究などでは音楽や映画趣味に関 しては殆んど触
れ られていない上、回想録にも音楽を趣味とする学生を描写 したものは少なく、後に音楽家になっ
た学生や、特に音楽にのめり込んだ学生のみが音楽について書き残 している程度である。 これだ






れる。安藤氏は1933年(昭和8年)八高を卒業 し、京大哲学科に進学 した。下宿 はせず、愛知の
実家を人に貸 し、京都に借家をして家族で生活 していた。 自宅でよくレコー ドを聴いたらしく、
大学での友人竹内義範氏にレコー ドを貸 している。「安藤は、『電蓄』でクラシックのとくにバッ
ハ、ベー トーヴェン、 シューベル トを大きな音量でよくかけ、竹内には古い電蓄 とモーッアル ト
のレコー ドを、 きくやうにといって貸 した。.何度 もきいて飽 きたら一、二枚 自分で買って、 また
飽 きたら売 って新 しいのを買へばいい、本でも読んで不要になったら売 って別な本を買えばいい
んだ。安藤はさういってゐた。 『君は音楽はわからないから、電蓄 とレコ'一ドは返 したまへ 』安
藤は一、ニ ケ月すると、貸 したものを竹内からとり返 してしまった」(白崎1987,72頁)。昭和10
年代に甲南高等学校で学んでいた生物学者の岡田節人氏(1927年生まれ)も、14、5才の頃兄が両
親にねだった蓄音機 とレコー ドを自宅で聴いており、ある友人の兄弟が1920年代に買ったと思わ
れるマーラーのレコー ドを譲 り受けたりして音楽に親 しんでいた(岡 田1991,134,142～3頁)。甲








しか し、文部省の調査では音楽を趣味に挙げる高校生は3割以上おり(私立 も官立 もまとめられ
ている)、岡田氏が7年間過 した甲南高等学校 も文部省の調査対象に入 っているので、甲南高校で
も何割かの愛好者が存在 していたはずだが、そのような友人がいたという記述はない。一方安藤
氏 も、友人にレコー ドを貸すが、その友人と音楽の話をするわけでなく、自分の趣味を友人に押
しっけることもない。安藤氏に至っては一組の レコー ドを繰 り返 し聴き、飽きた ら売るという徹
底ぶりである。二人とも音楽に対 してそれほどのめ り込んでいるわけではなく冷めているように




積極的に活動 したわけではない。音楽愛好者 はばらば らで存在 しており、それぞれが個人的に音
楽を鑑賞 していたと考えられる。
音楽の聴 き方にっいてはこれ以上のことはわからないが、音楽を愛好する学生には豊かな愛好





いた。彼 らは経済的な豊かさという点で音楽に最も近か ったのである。 この時期に前後 して、何
人かのレコー ド愛好者の回想録 も残 っているが、評論家の小林秀雄や フランス文学者の中島健蔵、
作曲家になった柴田南雄 らがおり、彼 らはレコー ドに金をっぎ込んで音楽を聴いていた、豊かな
愛好者であった。 しかし、彼 らの様に レコー ドや演奏会に使 う経済力のある愛好者は少数 しかい
なかったはずである。そのような中心的な愛好者の周りに、 ラジオやカフェーでクラシック音楽





昭和初期の学生音楽愛好者の増加は、 この周辺部の拡大であったと考え られる。 レコー ドを買







音楽は、都市中間層出身で経済的に裕福な学生 と結びついたスマ「 トな趣味だったと考え られ
るわけだが、学内で奨励された文化的に 「正統」な趣味だったのだろうか。それには教養主義と
の関連を考慮 しなければならない。特にクラシック音楽は西洋の文学作品を通 して知識 として知
られていった面が考え られ、「準教養主義」 に含まれるとされるロマン・ロラン(筒井1995,62頁)
やニーチェなどの著作によって、ベー トーヴェンやワーグナーの人格が神格化されるまでになっ
たことがあるかもしれないか らである。そこで、ロマン・ロランのベー ト 一ーヴェン像の影響がど















































でもベー トーヴェンで も、其の全人格を芸術に浸透 させているにして も、文学殊に小説では、作
者は文字で以て自己を語ることが出来 る。従って美術や音楽に於 けるよりも、作家其の人に直接
することが出来る。こう云 う点では文学は芸術であるばかりでな く、又他面に於て人生観や社会
観を語 る哲学 と云うことも出来る。偉大な作家は文学の中に全生命 ・全人格 ・全人生を貫徹 させ

































1)文 部省 『民衆娯楽調査資料』第1・5・6集(昭和6。8・9)には、各地方 の主 な娯楽が挙 げられている
が、謡曲や民謡が挙げられており、「音楽」はほとんど見 られない。「蓄音機」「ラジオ」が挙げ られる
場合は少々ある。
2)旧 制高等学校の学生文化研究は高橋(1992)、覧田(1975,1982)他、教養主義に関 して は筒井(1995)他に
よってなされている。




5)演 奏会会場が設けられていたのは、東京 ・横浜 ・大阪 ・京都 ・神戸 ・名古屋 ・福岡 ・前橋 ・仙台 ・札
幌である(『音楽年鑑』各年度)。しか し、京浜地区以外での演奏会の開催頻度は不明。
6)天 野1989,325頁の分類による。
7)昭 和14年大阪高等学校の演奏会のプログラムを整理すると以下のとおり。管弦楽3曲 、マ ンドリン ・
オーケス トラ6曲、合唱6曲 、独奏11曲となり、これらが混ぜ合わされた順番で演奏されていたよう
である。独奏 もヴァイオ リンやピアノからハーモニカまで多種多様である(『旧制高等学校全書』 第7
巻558～560頁)。
8)『文藝春秋』は専門学校では愛読雑誌第1位 、大学では 『中央公論』に続いて2位 である(文 部省 『学
生生徒生活調査』昭和13年)。
9)野 村胡堂は明治後期から活躍した音楽評論家でもあり、彼は放送や レコー ドが普及する以前か らの音
楽愛好者であった。彼はベー トーヴェンの交響曲が全部聴けたら死んでもいい(野村胡堂1955、194～
195頁)とさえ思い、「クライスラーが日本へ来た時、私は身体をこわ していたが、医者 と喧嘩 してま
で帝劇へ聞きにゆき、 とうとう一生の大患いを してしまった」(野村胡堂1959/1981、188頁)。大正7
年徳島のドイッ軍捕虜がベー トーヴェンの第九を日本初演したと聞いた時、彼 と仲間は聴 けなか った










倉田喜弘 『日本 レコー ド文化史』東書選書1992
白崎秀雄 『当世崎人伝』新潮社1987
高橋左門 『旧制高等学校の教育と学生』図書刊行会1992











森敦監訳 『友の憂いに吾は泣 く』上下 講談社1983
『旧制高等学校全書 第7巻 生活 ・教養編(2)』旧制高等学校資料保存会刊行部1984/1985
『音楽年鑑』昭和7年度～12年度 音樂世界社1931～1936
文部省 『民衆娯楽調査資料』第一集 「全国農村娯楽状況」1930
第五集 「全国農山漁村娯楽状況(下)」
第六集 「全国農山漁村娯楽状況(上)」
第八集 「学生生徒の娯楽に関する調査」.
文部省 『学生生徒生活調査』上下1938
1933
1934
1934
Students'LoveofMusicintheEarlyShowaPeriod
YoshikoKATO
ThispaperexaminestheloveofmusicofstudentsintheearlyShowaperiod,accordingtothe
surveyconductedbyMonbusho.Musicbecameoneofmostpopular .hobbiesofthestudentsafter
studentculturehadbecomediversifiedfromthelateMeilitotheearlyShowaperiod.During
thattime,s6cialcompositionofstudentshadchanged,andtheculturaldiversitywascreated
becausegfthedormitorysystemwasabolishedandanipcreasingnumberofstudentscame
fromthenewmiddle-class.Amongvariousstudents'hobbies,白tudentscomingfrolntheold
middle.classtendedtoIovesports,richstudentsfromthenewmiddle-classinthecitytendedto
lQvemusicandreading.Andbetweenthesehobbies,movieandartwereplaced.Andmostof
thestudentsenjoyedhearingcomingfromdisksandradio,althoughtheydidnotlistentoitso
carefully.Consequently,musicenloyedbythenewmiddle.classstudentsinthecitydeveloped
intoanewhobbydistinctfromtraditionalstudentcultures.
